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事 例 ～サラ金・クレジットカードを安易に利用してしまうと～  

 

 

 鈴木さんは、就職したばかりの新社会人です。真面目な鈴木さんは、がんばって就職活

動をした結果、見事、自動車メーカーに就職が決まり、ＩＴ部門に配属されたのです。鈴

木さんの給料は、手取りで１３万円ほどです。 

 

 

ある日、鈴木さんは、親友の山田さんから、ある健康食品を買わないかと誘われました。 

山田さんは、鈴木さんに携帯サイトとパンフレットを見せながら、こう言いました。 

  

① 「自分はネットワークの会員になってるから、自分を通して健康食品を買うと、会員

価格で安く手に入るよ。」 

 

② 「今、ウチのネットワークでは会員紹介キャンペーンをやってるんだ。健康食品を１

セット買えば会員の資格がもらえる。会員になると、その健康食品を利用していろいろな

サービスを会員価格で利用できるんだけど、このキャンペーンではさらに、鈴木君の友達

が鈴木君を通して健康食品を買ってくれれば、勧誘した鈴木君にその健康食品代の２割が

鈴木君にボーナスとして入るんだ。」 

 

③ 「しかも、鈴木君を通して健康食品を買った人が、さらにほかの人を勧誘して健康食

品を売ってくれると、その代金の何割かも、鈴木君にボーナスとして入ってくるんだよ。」 

 

④ 「だから、自分で健康食品を買って会

員になった後に、誰かをネットワークに

勧誘すれば、あとはその人の頑張り次第

で、放っておいてもボーナスがどんどん

入ってくるんだ。」 

 

⑤ 「健康食品１セットの代金は２０万円

だけど、モトをとるなんて朝飯前だろ。

これで大金持ちになった人が、結構いる

んだってさ。ウソだと思うなら、新入会

員向けの無料パーティがあるから来てみ

ない？ タダ飯にもありつけるよ。 

ただ、給料日前の鈴木さんには２０万

円というまとまったお金を用意できそう

にありません。 

 



 - 2 - 

鈴木さんは「お金がなくて買えな

い・・・」と、山田さんに言いかけまし

た。 

すると、山田さんは鈴木さんが言い終

わる前に、こう耳打ちしました。 

 

⑥ 「分割払いでも買えるから大丈夫だよ。

自分の言うとおりやれば、毎月１万円で

すむし、そのぐらいならネットワークか

らのボーナスで、すぐに返せるだろ。 

おまけに、分割払いを申し込むとクレ

ジットカードも発行されるから、コンビ

ニのＡＴＭで、お金も下ろせる。その辺

りのうまいやり方は、無料パーティの時

に教えてあげるよ。」 

 

 《鈴木さんの家計状況》 

給与 13.0 電話代 1.5
車のローン 1.5
ガソリン代 1.5
車の保険料 2.0
実家へ 1.0
外食遊興費 2.0
服飾雑貨及び
理美容

2.0

貯金 1.5
13.0 13.0

（単位・万円）
収入 支出

 

その後、鈴木さんは、山田さんに無料パーティに連れて行かれ、そこで差し出された契

約書に名前を書いて、みとめ印を押しました。 
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問１ ①から⑤の仕組みについて、みんなで学習しましょう。 
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問２  

クレジットカードの仕組みについて、みんなで学習しましょう。 
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問３  

「カードでＡＴＭからお金を引き出す」ことの意味を、みんなで学習しましょう。 
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 鈴木さんは、山田さんにすすめられた健康食品を売って、自分の健康食品の支払いにあ

てようとしました。しかし、健康食品を買ってくれる友人は、ついに１人も出ませんでし

た。おまけにあちこち友人を訪ね回ったせいで、ガソリン代や携帯電話の料金がふくらん

でしまい、給料だけでは、毎月の生活費すら出せない状態になってしまいました。 

 そこで鈴木さんは、山田さんから教えてもらったとおり、クレジットカードでＡＴＭか

らお金を下ろし、健康食品の支払いをするようになりました。あまりに簡単にお金が下ろ

せるので、鈴木さんは携帯サイトで得た情報をもとに、他にも何枚かクレジットカードを

作ってお金を下ろし、毎月の支払をまかなうことにしました。 

 

 １年後・・・ 

 

 借金とクレジットの残金は、いつの間にやら２００万円を超えてしまいました。いくら

毎月返していっても、減る気配はまったくありません。 

 相談相手だった山田さんとも、連絡がとれなくなってしまいました。 

 鈴木さんの携帯電話には、毎日、支払を催促する電話がかかって来ます。最近は職場に

まで、電話が入っているようです。 

 このままでは、就職した会社もクビになってしまいそうです。 

 鈴木さんは、途方にくれてしまいました。 

 

 

＜最後に・・・＞ 




